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リース会計基準の1993年の新設、2007年の改正、そして、今回の2024年の改正は、

すべて国際会計基準(IFRS)の影響が深いものです。2007年の東京合意以来、国際会計基
準(IFRS)とのコンバージェンスのために日本の会計基準は新設や改正を進めてきていま
す。リース会計基準は、国際会計基準(IFRS)の影響による日本の会計基準の新設・改正
の典型です。本講座では、国際会計基準(IFRS)による日本の会計基準の改正という視点
からリース会計基準の経緯について解説します。

公開講座

参加費

無料
定員

40名

講 師 甲南大学 経営学部教授 久保田 秀樹 氏

日本の会計基準およびその歴史とドイツの商法会計について研究著書

『日本型会計成立史』 税務経理協会, 2001年
『｢日本型｣会計規制の変遷』 中央経済社，2008年
『ドイツ商法現代化と税務会計』 森山書店，2014年

開催日日 時 2026年 2 月6 日 (金) 15：00 ～ 16：30

場 所 甲南大学ネットワークキャンパス東京

申込み または、QRコードから

【お問い合わせ】甲南大学ネットワークキャンパス東京 平日 9：00-17：00

03-6266-9520 nctokyo@adm.konan-u.ac.jp

https://konan20260206.peatix.com/

東京都千代田区丸の内1丁目７番地12号サピアタワー10階

https://konan20260206.peatix.com/
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